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「3.11.後」から見えてきたこと

• 妊産婦・女性への視点の不足
–緊急支援/復興支援

• 根深い男女格差問題
–家父長制度・ジェンダー規範

–女性自身の意識

• 「復興格差」と置き去られる女
性たち
–新たな格差-経済格差・情報格差・環境格差

–心理社会的支援の必要性
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求められた支援とは

• 「女性を置き去りにしない」支援
–孤立させない・放置しない

• 「女性とともに歩む」支援
–気持ちに寄り添う・息長く続ける

• 「女性の意識を解放する」支援
–気づき・自信・意欲を生み出す
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東日本大震災→熊本地震の経験





被災母子、女性の
声を聴きました
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岡山県倉敷市真備町 かねこ助産院



広島県呉市天応町 JA天応



宇和島市吉田町で被災した夫妻



住居の１階が天井まで浸水



宇和島市三間地区で被災した母親



市の保健師の葛藤



被災3県共通の課題

• 行政も保健医療従事者も母子の避難場所や
状況を把握できていない（安否確認のみ）

• 若い女性は避難所に行かない

• 豪雨や土砂災害で車を失った被災者が多く
移動が困難

• 行政が避難所、特に被災高齢者の対応に追
われている



【女性が抱える諸問題】

• 女性と母子が必要な物資や支援にアクセスし
にくい →がまんをしている

• 長引く避難生活や今後の生活への不安、疲
労、孤立化 →うつ、虐待

• 育児や子どものトラウマに対する母親のスト
レスと不安

• 今後起こりうるDV、性被害



入浴できない女性のために



子どもの託児、相談も



避難所にカウンセリングブース設置



一時保育と集う場で母親を応援







母子のニーズに沿った物資も



LINEネットワーク２５０名登録



被災母子がイベントで笑顔に



過去の震災支援経験が弊害？！

• 企業が初期段階で、被災行政に大量の物資と
寄付を送る→段階に応じた継続支援不可

• 被災者ニーズとのミスマッチで供給過多の物
資、保管費かさみ「第２の災害」に

• ジェンダー、多様性の視点欠如

→（行政は公平性重視。「ご自由に」不可）

• メディアの報道の偏りによる支援格差



誰も取り残さない支援とは＿

被災者一人ひとりが多様性をもっている
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